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平成２６年度 鳥取大学の動物実験等の実施状況に関する点検及び評価について 

 
 鳥取大学では、動物実験委員会において平成２６年度の本学における動物実験等の実施状況などにつ

いて「研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針」（文部科学省告示第七十一号。以下「基

本指針」という）と適合しているかについて点検・評価を行いました。 

 その結果、全体的には概ね基本指針に適合していましたが、一部に改善の必要性が認められたところで

す。それらについては、具体的な改善方針を立てた上で、今後もさらなる動物実験の適正化に向けて取り組

む所存です。 

 点検項目及びその評価、また浮かび上がった主な課題とその改善方針は以下のとおりです。 

 

〖Ⅰ．規程及び体制等の整備状況〗 
１．学内規程について 

基本指針に適合する機関内規程が定められている。 

 

２．動物実験委員会について 

 基本指針に適合する動物実験委員会が置かれている。 

 

３．動物実験の実施体制について 

 基本指針に適合し、動物実験の実施体制が定められている。 

 

４．安全管理に注意を要する動物実験の実施体制について 

 基本指針に適合し、安全管理に注意を要する動物実験の実施体制が定められている。 

 

５．実験動物の飼養保管の体制について 

 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 H２５年度中に老朽化施設の改修・修理を行なったが、米子地区施設の飼育実験室の一部に空調不

備の問題が残されているため、さらなる調整・整備の必要性がある。 

米子地区共同実験施設の空調不具合に関しては、さらに予算請求を行ない、H２７年度以降に改善を

する予定である。 

 米子地区では、共同実験施設以外に飼養保管施設が設置されている。飼養保管施設は共同実験施設

に集積したほうが適切な動物実験を行う上で望ましい。今後、これらの共同実験施設以外の飼養保管施

設を共同実験施設に集積すべきか議論を進めるべきである。 

 

６．その他（動物実験の実施体制において、特記すべき取り組み及びその点検・評価結果） 

    感染症法に遵守した動物実験を行うために鳥取大学生物災害等防止安全委員会との連携を進める

必要がある。現行の鳥取大学生物災害等防止安全管理規則の修正を含めて特定病原微生物を取り

扱う動物実験に関する適正化を進めていく必要がある。 
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〖Ⅱ．実施状況〗 
１．動物実験委員会について 

  基本指針に適合し、適正に機能している。 

 

２．動物実験の実施状況について 

  基本指針に適合し、適正に動物実験が実施されている。 

 

３．安全管理に注意を要する動物実験の実施状況について 

  基本指針に適合し、当該実験が適正に実施されている。 

 

４．実験動物の飼養保管状況について 

  概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

すべての飼養保管施設で利用マニュアルが整備されて、基本指針に則した形で管理者および実験動

物管理者が管理している。新規設置承認申請ならびに設置更新申請に伴う飼養保管施設の確認の結

果、視察したすべての飼養保管施設において、実験動物の搬入・搬出・実験処置等の記録管理台

帳が整備されていることを確認した。 
生命機能研究支援センター動物資源開発分野・動物実験施設では、国立大学法人動物実験施設協

議会の実験動物の授受に関するガイドラインに従い、年４回の微生物モニタリングを行なって適正な微生

物コントロールがなされている。また他の飼養保管施設からの感染防止の為に、動線や飼育実験

エリアごとの利用マニュアルの整備を行なって、関係者すべてに教育訓練を行い周知している。

一方で、鳥取地区におけるすべての飼養保管施設では、コンベンショナルな環境下での動物実験

が主体であるため、定期的な微生物モニタリングの体制が整備されていない。また米子地区でも

共同実験施設以外の個別の飼養保管施設では定期的な微生物モニタリングは行われていない。今

後は微生物コントロールの適正化のためのモニタリングに関して全学的に取り組む必要があると

考えている。 
 

５．施設等の維持管理の状況について 

  基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に維持管理されている。 

  一部施設では、老朽化による空調の不備などがあるため、修理などを行っている。 

 

６．教育訓練の実施状況について 

  実験動物管理者、動物実験実施者、飼養者等に対する教育訓練は適正に実施されている。 

   平成２６年度末からは、教育訓練の内容を現状にそって見直し、初回教育訓練受講後３年以上経過 

している受講者に対して再教育訓練を実施している。 

 

７．自己点検・評価・情報公開について 

  自己点検・評価・関連事項の情報公開は適正に実施されている。 
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８．その他 

本学は、米子地区キャンパスと鳥取地区キャンパスとに分かれている。鳥取地区では主に農学部共同

獣医学科の教育研究として、すべてコンベンショナルな環境で動物実験が行われている。米子地区では

医学部の医学生物学研究として、主に SPF 環境下で動物実験が行なわれている。それぞれの地区での

動物実験の目的が異なるため、モニタリングや飼育管理体制を同一にすることは困難ではあるが、動物愛

護の３R の原則ならびに動物実験にかかわる指針や法令を遵守するように全学の管理体制を整備してい

る。 
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平成２６年度 動物実験等に関する状況 

 

１．動物種別飼養数 （平成２７年３月３１日時点） 

 ①全学共用施設 

米子地区動物実験施設 

動物種 マウス ラット ハムスター モルモット ウサギ ネコ カエル 

年間総飼養匹数 2,450,730 127,388 4,362 39 3,529 10,950 122 

1 日当たり平均飼
養数（匹/羽） 

6,714.3 349.01 11.95 0.11 9.67 30.0 0.33 

飼養数（概数） 6,710 350 12 1 10 30 1 

  

鳥取地区動物実験施設 

動物種 マウス ラット モルモット ウサギ ネコ イヌ 

年間総飼養匹数 227,760 33,945 61 1,460 1,825 16,425 

1 日当たり平均飼
養数（匹/羽） 

624 93 0.2 4 5 45 

飼養数（概数） 620 90 1 4 5 50 

 

 

 

 

 

 

 

 

マウス、ラットの飼養数は二桁の概数表示、その他の動物の飼養数は少数点以下切り上げ表示。 

 

②研究分野別飼養保管施設の飼養数 

地区                   動物種  マウス  ラット ハムスター ウサギ  ネコ 

米子地区（１１施設） 34 99 1 1    2 

鳥取地区（３施設） 68 6       0    0    0 

 

動物種 カモ アヒル ジュウシマツ ブンチョウ ウシ ウマ 

年間総飼養匹数 58 56 10 10 11 1 

1 日当たり平均飼
養数（匹/羽） 

0.16 0.15 0.03 0.03 0.03 0 

飼養数（概数） 1 1 1 1 1 0 
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地区                動物種 ウシ ウマ ニワトリ その他野生鳥類 

米子地区（１１施設） 該当なし 該当なし        2 該当なし 

鳥取地区（３施設） 9 1 15 0 

                     

飼養数＝年間延べ飼養匹数÷365（日）、小数点以下切り上げ表示。 

 

２．飼養保管施設・実験室の設置状況 （平成２７年３月３１日現在） 

 

◇飼養保管施設：１６施設（米子地区:１２施設、鳥取地区：４施設） 

 ☆地区（部局）共用施設 

・生命機能研究支援センター 動物資源開発分野・動物実験施設（米子地区動物実験施設） 

（マウス、ラット、ハムスター、ウサギ、モルモット、ネコ、カエル） 

・生命機能研究支援センター 動物飼養実験分野・動物実験施設（鳥取地区動物実験施設） 

                    （マウス、ラット、モルモット、ネコ、イヌ、ウシ、ウマ、鳥類） 

☆研究分野専用施設 

〈米子地区〉 

 １１施設（マウス、ラット、ハムスター、ウサギ、ネコ、ニワトリ） 

〈鳥取地区〉 

      ３施設（マウス、ラット、ニワトリ、カモ、アヒル、ウズラ、野生鳥類、ウシ、ウマ） 

◇飼養保管施設外実験室：６０室（米子地区:１７室、鳥取地区：４３室） 

 

３．動物実験に関する審査・承認の状況 

    

平成２６年度 審査・承認 

対象 地区 審査 承認 非承認 取り下げ 

動物実験計画申請書 
米子地区 ４８件 ４８件 ０件 ０件 

鳥取地区 ５２件 ５２件 ０件 ０件 

動物実験計画変更・

追加承認申請書 

米子地区 ３８件 ４０件 ０件 ０件 

鳥取地区 ２５件 ３２件 ０件 ０件 

動物実験報告書 
米子地区 １２２件 １２２件 ０件 ０件 

鳥取地区 １０３件 １０３件 ０件 ０件 

飼養保管施設    

設置承認申請書 

米子地区 ７件 ７件 ０件 ０件 

鳥取地区 ２件 ２件 ０件 ０件 

実験室         

設置承認申請書 

米子地区 ９件 ９件 ０件 ０件 

鳥取地区 ２件 ２件 ０件 ０件 
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  平成２６年度該当の年間承認 

対象 地区 
Ｈ２６年度  

年間承認 

Ｈ２６年度  

新規承認 

Ｈ２５年度   

該当承認 

Ｈ２４年度   

該当承認 

Ｈ２３年度   

該当承認 

Ｈ２２年度   

該当承認 

Ｈ２１年度   

該当承認 

動物実験計
画申請書 

米子
地区 

１２２件 ４８件 ３７件 ３４件 ３件 ０件 ０件 

鳥取
地区 

１０３件 ５２件 ２９件 ２２件 ０件 ０件 ０件 

飼養保管施
設設置承認
申請書 

米子
地区 

１２件 ７件 １件 ０件 ２件 ２件 ０件 

鳥取
地区 

４件 ２件 ２件 ０件 ０件 ０件 ０件 

実験室設置
承認申請書 

米子
地区 

１７件 9 件 ０件 ２件 ２件 ３件 ３件 

鳥取
地区 

４３件 ２件 １７件 １件 ２件 ２１件 ０件 

 

動物実験に関する申請書審査状況（Ｈ２６年度） 

対象 地区 申請数 
事前

相談 

一次コメ

ント 

専門委員会 

審査の上修正 

全学委員会

審査の上修正 
承認 非承認 取下げ 

動物実験計画
申請書 

米子

地区 
48 8 47 43 0 4８ 0 0 

鳥取

地区 
52 1 52 51 3 52 0 0 

飼養保管施設
設置承認申請
書 

米子

地区 
7 1 7 0 1 7 0 0 

鳥取

地区 
2 0 2 1 0 2 0 0 

実験室設置承
認申請書 

米子

地区 
9 0 9 0 1 9 0 0 

鳥取

地区 
2 0 2 0 0 2 0 0 

 

 

４．動物実験計画の動物種別使用総数 

 

平成２６年度実験動物使用数（動物実験報告書に基づく集計） 

米子地区動物実験施設 
    

 
 

動物種 マウス ラット ハムスター モルモット ウサギ ネコ ニワトリ カエル＊ イモリ 

年間総使

用匹数 
7,397 1,197 6 4 58 17 30 28 450 

            ＊：カエルについては、飼育実験申込書による使用数を表示 

  

鳥取地区動物実験施設 
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動物種 マウス ラット モルモット ウサギ ネコ イヌ ニワトリ カモ アヒル 

年間総使

用匹数 
2,320 1,977 7 3 3 62 465 58 56 

 

 

 

 

 

５. 教育訓練 

〈米子地区〉 

・講習名称： 動物実験に関する教育訓練 

・講習時間： 講義：１時間５０分  エリア別施設利用講習：各エリアにつき３０～４０分 

・講師： 生命機能研究支援センター・准教授 大林徹也／講師 福留初子／助教 中村和臣 

・講習内容： 動物実験関連法規・指針・本学の規則の解説 

施設利用方法・学内手続・基本作業の解説 

動物実験支援サービスの解説 

動物実験概論 

 

   ・開催数・開催日： 

講  義 年 月 日 曜日 受講者数 備考 

第１回 2014 4 1５ 火 １８   

第２回   4 1８ 金 ２   

第３回   5 １３ 火 ６   

第４回   5 ２８ 水 4   

第５回   6 ４ 水 １   

第６回   6 ２５ 水 １   

第７回   7 ２２ 火 ３   

第８回   9 ２４ 水 ６   

第９回  10 ２２ 水 ５  

第１０回 
 

11 12 水 1 
 

第１１回   1２ ２４ 水 １   

授 業 2015     1 2１ 水 103 
医学科 1 年次      

実験動物学 

第１２回       2 26 木 15  

第１３回       3 26 木 78   

動物種 ジュウシマツ ブンチョウ ウシ ウマ 

年間総使
用匹数 

10 10 11 1 



平成 26 年度 自己点検・評価報告書                       様式１－２ 
 

 

 - 9 - 

 

   ・受講者数：  

講 義  ２４４名    

エリア別利用者講習  クリーンエリア ５７名   セミクリーンエリア ３４名  

ＢＳエリア ２３名   感染区 ７名 

   

〈鳥取地区〉 

   ・講習名称： 動物実験に関する教育訓練 

   ・講習時間： 講義 １時間３０分    飼育室別利用者講習 各飼育室につき３０分 

   ・講師： 農学部共同獣医学科・教授 竹内崇師 

   ・講習内容： 動物実験関連法規、学内規則の解説、学内手続の方法と施設利用方法の解説 

   ・開催数・開催日： 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・受講者数：   

講 義 １７９名 

利用者講習 ４３名 

 

６. 動物実験委員会委員構成 

 

講  義 年 月 日 曜日 受講者数 備考 

第１回 2014 4 17 木 55 科学技術者倫理 

第２回   4 25 金 48 実験動物学Ⅰ 

第３回   5 15 木 1 大学院生 

第４回   6 3 火 36 大学入門ゼミ 

第５回   7 4 金 37 生物学実験 

第６回   10 15 水 1 大学院生 

第７回   12 17 水 1 教 員 

利用者講習 年 月 日 曜日 受講者数 飼育室 

第１回 2014 4 23 水 1 マウス飼育室 

第２回    7 14 月 3 マウス飼育室 

第３回    10 15 水 1 ラット飼育室 

第４回    12 17 水 1 マウス飼育室 

第５回 2015 1 28 水 37 飼育室全般 
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動物実験委員会規程区分 所属・職名 専門分野 備考 
基本指

針区分 

１号 動物実験委員長 
理事（研究・環境

担当）  
全学委員長 Ａ 

２号 米子地区専門委員長 
大学院・医学系研

究科・教授 

生体高次機能

学 神経生物学 

大学院・医学研究

科の教員 
Ａ 

２号 鳥取地区専門委員長 
農学部・共同獣医

学科・教授 
実験動物学 

実験動物学を専門

とする教員 
Ａ 

３号 

医学系研究科       

遺伝子再生医療学講

座の教員 

大学院・医学系研

究科・教授 
再生医療学 

全学委員      

米子地区専門委員 
Ｂ 

３号 

医学系研究科      

遺伝子再生医療学講

座の教員 

大学院・医学系研

究科・教授 
遺伝子医療学 

全学委員      

米子地区専門委員 
Ｂ 

３号 

農学部・共同獣医学

科・基礎獣医学講座

の教員 

農学部・共同獣医

学科・教授 
獣医薬理学 

全学委員      

鳥取地区専門委員 
Ｂ 

３号 
農学部附属動物医療

センターの獣医師 

農学部・共同獣医

学科・教授 
獣医内科学 

全学委員      

鳥取地区専門委員 
Ｂ 

４号 
地域学部・地域環境

学科の教員 

地域学部・地域環

境学科・教授 
共生型環境学 全学委員 Ｃ 

４号 

大学院・工学系研究

科（化学・生物応用工

学専攻）の教員 

大学院・工学系研

究科・教授 
応用化学 全学委員 Ｃ 

４号 

全国共同利用施設（乾

燥地研究センター 気

候・水資源部門）の教員 

乾燥地研究センタ

ー・教授 
緑化保全部門 全学委員 Ｃ 

４号 

生命機能研究支援セ

ンター・遺伝子探索分

野の教員 

生命機能研究支援

センター・教授（セン

ター長） 

医学（小児神

経学） 
全学委員 Ａ 

５号 研究・国際協力部長 
研究・国際協力部・

部長 
  全学委員 Ｃ 

６号 
その他委員長が必要

と認める教員 

生命機能研究支援

センター・准教授 
実験動物学 

全学委員     

米子地区専門委員 
Ａ 

６号 
その他委員長が必要

と認める教員 

医学部・医学科・講

師 
実験動物学 一次委員 Ａ 

 
基本指針区分： Ａ 動物実験等に関して優れた識見を有する者 

Ｂ 実験動物に関して優れた識見を有する者 

Ｃ その他学識経験を有する者 

 

 

Ⅰ．規程及び体制等の整備状況 
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１．機関内規程 
１）評価結果 
   ■ 基本指針に適合する機関内規程が定められている。 
   □ 機関内規程は定められているが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 機関内規程が定められていない。 
２）自己点検の対象とした資料 

鳥取大学動物実験規則（鳥取大学規則第１４号） 
鳥取大学動物実験委員会米子地区専門委員会規則 

  鳥取大学動物実験委員会鳥取地区専門委員会規程 
動物実験管理体制図 

 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
基本指針に即した機関内規定が定められている。米子地区では医学部の医学研究が、鳥取地区では農

学部共同獣医学科の教育研究、獣医学研究が中心となり研究が行なわれている。それぞれの動物実験

の目的に併せてそれぞれの地区専門委員会規則が定められている。 
 
４）改善の方針、達成予定時期 
該当せず 
 
 
２．動物実験委員会 
１）評価結果 
   ■ 基本指針に適合する動物実験委員会が置かれている。 
   □ 動物実験委員会は置かれているが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 動物実験委員会は置かれていない。 
２）自己点検の対象とした資料 

鳥取大学動物実験規則 
鳥取大学動物実験委員会米子地区専門委員会規則 

  鳥取大学動物実験委員会鳥取地区専門委員会規程 
鳥取大学動物実験委員会名簿 

 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
基本指針に即した動物実験委員会が設置されている。米子地区では医学部の医学研究が、鳥取地区で

は農学部共同獣医学科の教育研究、獣医学研究が中心となり研究が行なわれている。それぞれの地区

に専門委員会を設けている。 
４）改善の方針、達成予定時期 
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該当せず 
 
 
３．動物実験の実施体制 
（動物実験計画書の立案、審査、承認、結果報告の実施体制が定められているか？） 
１）評価結果 
   ■ 基本指針に適合し、動物実験の実施体制が定められている。 
   □ 動物実験の実施体制が定められているが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 動物実験の実施体制が定められていない。 
２）自己点検の対象とした資料 
鳥取大学動物実験規則、計画書などの様式、平成２５年度動物実験委員会審査フローチャート、動物

実験計画申請書記入要領、動物実験に関する Q&A（Ｈ26 年度改訂版）、動物実験計画書審査要領、動

物実験報告書（年次、終了報告書）の審査要領、飼養保管施設、実験室自己点報告書の評価要領 
 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
動物愛護の 3R の原則ならびに基本指針に即した実施体制が整っている。 
 
４）改善の方針、達成予定時期 
該当せず 
 
 
４．安全管理に注意を要する動物実験の実施体制 
（遺伝子組換え動物実験、感染動物実験等の実施体制が定められているか？） 
１）評価結果 
■ 基本指針に適合し、安全管理に注意を要する動物実験の実施体制が定められている。 
□ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制が定められているが、一部に改善すべき点がある。 
□ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制が定められていない。 
□ 該当する動物実験は、行われていない。 

２）自己点検の対象とした資料 
鳥取大学遺伝子組換え実験安全管理規程、鳥取大学遺伝子組換え実験専門委員会細則、鳥取大学放射

線安全委員会規則、鳥取大学生物災害等防止安全管理規則、鳥取大学化学物質管理規程、 
 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
現在行われている感染に関する動物実験は改正した現行の感染症法を遵守し適正に行われているが、

鳥取大学生物災害等防止安全管理規則は、関連する感染症法の改正に即していない箇所が存在してい

るため改定が必要である。そのほかの安全管理に注意を要する動物実験に関する規則、規定に関して

は適正に定められ、実施体制が整備されている。 
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４）改善の方針、達成予定時期 
平成２７年度中に鳥取大学生物災害等防止安全管理規則改定に関する議論を開始する。 
 
  
５．実験動物の飼養保管の体制 
 （機関内における実験動物の飼養保管施設が把握され、各施設に実験動物管理者が置かれているか？） 
１）評価結果 
   □ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正な飼養保管の体制である。 
   ■ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
平成２６年度実験動物飼養保管施設、実験室一覧表、飼養保管施設設置承認申請書、実験室設置承認

申請書、飼養保管施設自己点検評価報告書、実験室自己点検評価報告書、飼養保管施設・実験室自己

点検評価審査要領 
 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
学内のすべての飼養保管施設、実験室が把握されている。基本指針及び鳥取大学動物実験規則に沿っ

て施設毎に実験動物管理者がおかれ、適切に管理されている。また鳥取地区（主に農学部共同獣医学

科）及び米子地区（医学部）の共同の動物実験施設は生命機能研究支援センターの管理で適切に管理

されている。ただし一部施設では、H２６年度中に老朽化による改修・修理を行ったが、一部で空調

不備が改善されていない飼育実験室があるため、さらなる修理・整備を行なう必要性がある。 
 
４）改善の方針、達成予定時期 
空調の不備に関しては、予算請求を行ない、一部 H２７年度中に改修を行う予定である。 
 
 
６．その他（動物実験の実施体制において、特記すべき取り組み及びその点検・評価結果） 
米子地区（医学部）では遺伝子改変マウスの利用が多い。そのため、遺伝子組換え安全委員会との連

携を高めて、相互に検証できる電子申請システムの構築を行っている。 
 
 
 
Ⅱ．実施状況 
 
１．動物実験委員会 
 （動物実験委員会は、機関内規程に定めた機能を果たしているか？） 
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１）評価結果 
   ■ 基本指針に適合し、適正に機能している。 
   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
鳥取大学動物実験規則、鳥取大学動物実験委員会名簿、鳥取大学動物実験委員会議事要旨 
 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
動物実験計画の審査、飼養保管施設・実験室の審査、教育訓練、情報公開、自己点検評価の実施にお

いて、委員会の役割を十分に果たしている。 
 
４）改善の方針、達成予定時期 
該当せず 
 
 
２．動物実験の実施状況 
 （動物実験計画書の立案、審査、承認、結果報告が実施されているか？） 
１）評価結果 
   ■ 基本指針に適合し、適正に動物実験が実施されている。 
   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
鳥取大学動物実験委員会議事要旨、平成２６年度に行なった動物実験計画書一覧、平成２６年度動物

実験年次報告書、平成２６年度動物実験終了報告書、各種報告書の集計結果 
 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
すべての実験計画に関して適切な報告書が提出されている。提出された報告書は委員会により評価さ

れ、適正化に向けてアドバイスがなされている。 
 
４）改善の方針、達成予定時期 
該当せず 
 
 
３．安全管理を要する動物実験の実施状況 
（当該実験が安全に実施されているか？） 
１）評価結果 
   ■ 基本指針に適合し、当該実験が適正に実施されている。 
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   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 多くの改善すべき問題がある。 
   □ 該当する動物実験は、行われていない。 
２）自己点検の対象とした資料 
鳥取大学動物実験委員会議事要旨、平成２６年度に行なった動物実験計画書一覧、平成２６年度動物

実験年次報告書、平成２６年度動物実験終了報告書、各種報告書の集計結果 
 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
安全管理を要する動物実験は、法令及び本学の規則に則して安全に実施されている。 
 
４）改善の方針、達成予定時期 
該当せず 
 
 
４．実験動物の飼養保管状況 
（実験動物管理者の活動は適切か？ 飼養保管は飼養保管手順書等により適正に実施されているか？） 
１）評価結果 
   □ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。 
   ■ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
平成２６年度実験動物飼養保管施設・実験室一覧表、飼養保管施設設置承認申請書（飼養保管施設の

マニュアルを含む）、実験室設置承認申請書、飼養保管施設自己点検評価報告書、実験室自己点検評

価報告書、飼養保管施設・実験室自己点検評価審査要領、生命機能研究支援センター動物資源開発分

野・動物実験施設関連書類（マニュアル、実験動物搬入記録、微生物モニタリング検査成績） 
 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
すべての飼養保管施設に関して、委員会委員による視察を行なった。すべての飼養保管施設で利用マ

ニュアルが整備されて、基本指針に則した形で管理者および実験動物管理者が管理している。実験動

物の搬入・搬出・実験処置等の記録管理台帳の整備については、平成２５年度より新規設置承認申請

時ならびに設置更新申請時には必須であることを申請者へ周知し、記録管理台帳が整備されるように

改善した。 
生命機能研究支援センター動物資源開発分野・動物実験施設では、国立大学法人動物実験施設協議会

の実験動物の授受に関するガイドラインに従い、年４回の微生物モニタリングを行なって適正な微生

物コントロールがなされている。また他の飼養保管施設からの感染防止の為に、動線や飼育実験エリ

アごとの利用マニュアルの整備を行なって、関係者すべてに教育訓練を行い周知している。一方で、

鳥取地区におけるすべての飼養保管施設では、コンベンショナルな環境下での動物実験が主体で
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あるため、定期的な微生物モニタリングの体制が整備されていない。また米子地区でも共同実験

施設以外の飼養保管施設では定期的な微生物モニタリングは行われていない。今後は微生物コン

トロールの適正化のためのモニタリングに関して全学的に取り組む必要があると考えている。 
４）改善の方針、達成予定時期 
引き続き、動物実験委員による立ち入り調査を定期的に行ない、状況に応じて改善指導を行なう。 
鳥取地区および米子地区の共同実験施設以外の飼養保管施設における微生物モニタリングの体制

整備については、担当者の配置申請や予算申請等を行い、適正化を図る予定である。 
 
 
５．施設等の維持管理の状況 
（機関内の飼養保管施設は適正な維持管理が実施されているか？ 修理等の必要な施設や設備に、改善

計画は立てられているか?） 
１）評価結果 
   ■ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に維持管理されている。 
   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
飼養保管施設自己点検評価報告書、実験室自己点検評価報告書 
 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
一部施設では、老朽化による空調の不備などがあるため、修理などを行っている。 
 
４）改善の方針、達成予定時期 
生命機能研究支援センター動物資源開発分野動物実験施設の空調の不備に関しては、予算請求を行な

い、一部平成２７年度中に改修を行う予定である。 
 
 
６．教育訓練の実施状況 
（実験動物管理者、動物実験実施者、飼養者等に対する教育訓練を実施しているか？） 
１）評価結果 
   ■ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。 
   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 多くの改善すべき問題がある。  
２）自己点検の対象とした資料 
平成２６年度教育訓練受講者一覧、平成２６年度教育訓練資料ならびに再教育訓練資料 
 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
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米子地区（年１３回）、鳥取地区（年７回）ともに委員会委員により、教育訓練を実施した。 
すべての動物実験実施者（責任者を含む）はすべて教育訓練受講者であった。 
平成２６年度末には、教育訓練の内容を現状にそって見直し、初回教育訓練受講後３年以上経過した

受講者に対して再教育訓練を実施した。 
４）改善の方針、達成予定時期 
平成２７年度からは、再教育訓練がより効率よく実施されるように e-Learning システムの導入を検討して

いく予定である。 
 
７．自己点検・評価、情報公開 
（基本指針への適合性に関する自己点検・評価、関連事項の情報公開を実施しているか？） 
１）評価結果 
   ■ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。 
   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
鳥取大学ホームページ（動物実験委員会、生命機能研究支援センター） 
 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
鳥取大学動物実験規則を本学ホームページで公開している。 
鳥取大学動物実験委員会名簿を本学ホームページで公開している。 
鳥取大学生命機能研究支援センター動物資源開発分野動物実験施設（共同実験施設）での飼養保管状

況、利用状況、活動報告などを平成１４年度より、本学ホームページで公開している。 
 
４）改善の方針、達成予定時期 
平成２４年度までは情報公開のホームページが鳥取大学生命機能研究支援センターからリンクされ

ていたが、平成２５年度より鳥取大学ホームページ（トップページ）の「情報公開」から直接アクセ

ス出来るように改善した。 
 
８．その他 
（動物実験の実施状況において、機関特有の点検・評価事項及びその結果） 
鳥取地区では主に農学部獣医学科の教育研究として、すべてコンベンショナルな環境で動物実験が行

われている。米子地区では医学部の医学生物学研究として、主に SPF 環境下で動物実験が行なわれ

ている。それぞれの地区での動物実験の目的が異なるため、モニタリングや飼育管理体制を同一にす

ることは困難ではあるが、動物愛護の３R の原則ならびに動物実験にかかわる指針や法令を遵守する

ように全学の管理体制を整備している。 
 
 


